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研究テーマ（発表タイトル） 

JA と共に農業所得の増大を 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちは、農業所得増大を最終目的として JA直売所の課題解決および、販売高増大に向け研究を行った。農

業として認知されている JAであるが、農業以外の事業での利益が大きいため批判されている。また、農協法が

改正されたこともあり、JA が自己改革を開始した。私たちも農協（JA）改革に貢献し、最終目的のための直売

所販売高増大に向けた、消費者目線の提案「新鮮+α」を考案し、実施する。有効性と持続性で検証し、私たち

の提案は、有意義なものである。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 JAとは、正式名称「農業協同組合」（Japan Agricultural Co-operatives）で、農業に従事する人たちの協同組

合である。JAでは、代表・調整・指導事業、経済事業、信用事業、共済事業、厚生事業、その他の事業（新聞・

出版事業、旅行事業）の事業が行われている。現在この JAは、経済事業（農業）より、共済事業・信用事業（金

融）に力を入れていると批判されている。この問題の根拠を知るため、JA 東京あおば様にヒアリングを実施し

たところ、「共済事業・信用事業での利益が多い」、「農家である組合員数より、共済事業・信用事業を利用する

准組合員数が多い」ことが判明した。加えて 2015年に農協法が改正され、農協（JA）改革が目指す農業所得の

向上に向けて、新しく「農業所得の増大に最大限に配慮をしなければならない」ことが明記された。そして「農

業所得増大」改革に貢献すべく JAに提案し、JA東京あおばと川野ゼミの連携が実現した。JA東京あおばは、

東京都内で最も広い農地面積を持つ練馬区を管内としている。JA 東京あおばの直売所こぐれ村を、直売所を通

じた農業所得増大モデルケースにすることにした。 

３．研究テーマの課題 

 今まで述べてきた通り、JAは共済事業・信用事業（金融）での利益が多く、准組合員数も増加していることが

批判されているため、これまで以上に経済事業（農業）に力を入れる必要がある。改正農協法でも「農業所得増

大」が明記されたので、農業所得増大を目指す目的として、直売所の販売高増大を図る。 



 JA 東京あおば「こぐれ村」は、2013 年 2 月 17 日から店舗前での工事を開始した影響もあり、店が分かりづ

らい、駐車場も分かりづらい等の問題があり、来店客数が減少している。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 JA 東京あおばの農産物直売所の一つである「こぐれ村」にご協力頂けることになり改革を開始し、私たちの

考えた提案を「新鮮＋α」と名付けた。今までの直売所は、新鮮・安全安心のみが持ち味だったのが、新鮮に付

加価値（＋α）を付けることにより、利用者を主体とする「直買所」を目指す提案を実施する。以下の図が私た

ちの提案の戦略マップである。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

① 地もっとチョイスコーナーの「地もっとチョイス」とは、地元の野菜を使用して製造したプライベートブラ

ンド商品（以下 PB商品）を、地元の方にもっと知って頂きたいという思いで名付けた。今までは分散され

ていた PB商品を一カ所にまとめコーナー開設し PB商品を認知させ、店内の奥まで買いまわってもらう。 

② 提案型販売 試食は、生産者に生産している農産物のおすすめ調理方法や、PB商品等を試食して頂き、購

買意欲の向上を図る。 

③ 提案型販売 セット販売は、イベント日を設定し、単品では売れない商品をイベント日に合わせてセットで

販売することで、効率よく販売し、購入して頂いた方に、JAのポイントカードのポイントをプレゼントす

ることで、来店頻度向上を図る。 

④ POPは、店内全体を統一させるため、農産物の名称の POPを改善した。 

⑤ こぐれ村の店内を売れる売り場にするため、文献で研究し、「直線誘導」、「通路が広い」、「真っ直ぐ」、「平

らである（段差がない）」売場に変える。顧客が店内全体を買い回れるような店内にする。 

私たちの考案した提案について検証を行った。まず有効性は、過去 3年の売上データ等での分析と、アンケー

ト結果により有効性が検証された。また、JA東京あおばの方にインタビューを行い、持続性も検証された。こ

れらにより、有効性と持続性が検証された。 

６．結果や今後の取り組み 

 実施したことで効果が出ているため、今後も上がると考えられる。損益分岐点分析による販売高目標は前年比

2倍であるが、まだ私たちの改革はまだ途上である。結果を踏まえ、新規顧客開拓するための若年層の利用者増

大に向けた提案を進行させていく。 
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